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機械化多収のための畑土壌基盤の改良について

山　　本

（東　北　農　試）

1．　ま　え．が　さ

限られた面積で収入増を図るためには経営的に労働生

産性の向上を図ると共に土地生産性の横棒的向上を図ら

なければその日的は達成出来なレh　近年農兵構造改善率

糞の進展と共に耕地の集団化．栽培法の機械化は必然的

に盛んに行なわれるように夜‘少．肥培管理も単一化の方

向に進むことが予想される．従って従来の篤農的肥培管

理による個人差は締少し，気象条件．土用条件の差が作

物の収見に大きく影響するものと考えられる．気象条件

の影鬱は作物の種類，品種の選択と栽培法の改善に倹つ

処大きいが，土農条件については投登による基盤改良と

それに合った耕稗法の改善に負う処が極めて大きい．水

田作については古くから研究も進み基盤造成についても

多額の投資が行なわれて戦中戦後の米不足を解消してき

たが．畑作については生産物の不安定さと相挨って基盤

造成のための投資もあせり行なわれず，土地生産性は未

だに低く．極めて不利な条件にある．最近省力多収を目

標に大型トラクターの導入が行なわれているが作物の収

量は必らずしも上昇せず，むしろ一時的には収束低下の

傾向が多い．こゝに畢者らの行なってきた試験から土地

生産性についての考え方，改良対策等について2．3紹

介し，討論の素材を提供する．

2・作物がよく育つための土壌条件

作物がよく肖っためには作物の根の分布する範囲の土

虜に充分な空気と水と養分がなければならない．作物根

は呼吸作用を行なうがそのためには酸素が必要であ少，

土農通気がよくなければをらなレ．又作物が利用する水

を有効水といゝ．土がどれだけの有効水を保ち得るかを

示すのに有効保水容量で表わす．これらの空気と有効水

は土凛構造の良否によって左右される．土盛構造には単

粒構造と団粒構造があわ土の粒子の単粒，団粒の多少に

よって分けられる．植生には粗孔隈の多い団粒構造の方

がよい結果を示す．それは粗孔隙くPFl．5以下）がない

と降水やかんがい水を急速に土層内に吸収することが出

来ず毛管孔隙が一時水で飽和され．土は空気不足となっ

て作物根の呼吸作用を妨げ湿害の原因となる・又地表面

が乾き始めると連続した毛管張力によ少土層内の水は急

速に失表われ，早く乾魅を受けるようになるからである

聾者らは東北6県畑深耕連絡試験の結果から表層訃珊以

内の物理的条件としてPF1．6以下の大孔隙5％以上，上

磯三相分布のうち気相の容横15％以上，ちみつ度を計る

硬度計のよみ別以下，有効保水容兢（圃場容水兢－タダ

8．9の春水兢）5い初以上の各条件が充されれば東北地方

の平年並の気象条件下では柵生には物理的障害性認めら

れず，特に＿一拍構亀の改良の必要性はないものと考えら

れ．これらの条件より悪いト層が〟在する塊合に，耕起

破砕及び粗相化を図り物理的条件を改善する必要がある

ことを認めた．

次に作物の養分は版から窒素．リン恨．加阻．石灰．

苦土，硫黄．鉄，マンガン．銅．亜窮ト　モリブデン．瑚

糸等を吸収し・呼吸作用Ifq化作用廿こよってとり人中虎酸

素，炭素，水系と共に梢物体を造成する．従ってこれら

必須養分が上地中に過不足なく存在し，作物の必要な時

期に必要な曳だけ供給されることが望ましいわけである．

しかし畑上磯は母材の違いによカ養分の供給能，保持能．

固定力及びその機構も異なる，又気象条件も局所的に差

があり上懐中．Jlけるこれら養分の行動も異なると共に

作物の種類により養分吸収の特性も異なる．これらの要

素・を施肥でカノミ－し施設の不足を堆肥で補をって生産を

上げてきているわけである．しかし機械化に伴ない施肥

の単一化が進むことを考えると．これら一七顔条件も生産

的特性の貼大公約数的条件匠まで改善される必要がある．

る・畑土壌の種類と作物生産からみた土壌条件

我が国の畑土礫的瓢万鮎は大別して火山性土腰（約

卯％），非火山性洪積土僕，扇状崩横地及び残横性傾斜

地土農，海岸砂丘，及び沖横土崩に分類せられるが，一

般に火山性土盛は腐植含呈多く，粘土は非晶質のアP7

ェンに由来し，りん酸の固定が強く，塩基置換容史は大

きいが塩基飽和度低いもの多く，容請重小で孔隙多く．

透水性良好で保水容兄も大きい．非火山性洪棟土盛は一

般に腐植含量少なく．粘土はハロイサイトを主とする1

：1型鉱物が多く，わん酸固定力は弔いものが多く，塩

基置換容良は小で容横重大きく保水星は小さい．扇状崩

棟地及び残債性傾斜地土凛は，粘土鉱物は母岩の影響を

うけてl：1型鉱物から2：1型鉱物までいろいろらカー

わん酸固定，塩基の含且も母岩によ少まちまちである・

沖積土盛は畑地としての利用は少ないが一般に少ん酸園
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定力は弱く，容横重大で肥沃度は高いものが多い・この

ように畑土感にはいろいろあるが我々が作物生産と閑迎

づけて調査した結果から特に密植して多収をあげた圃場

の上里条件のうちで．密柚をしても多収をあげ得をかっ

た土崩と顕著な差のある項目を示せば第1衣の通力であ

る．

第1表　土農別容棟100皿当りCd・〟g，PzOS合敗比較

土 壌 別　　　　 種 別
容　 撰　 重 C d 〟 g C d ／づぬ

塩 基飽 和 皮 有 効 態 P 20 5

（g ） （爪・々 ） （m ・g ）
（界） （呼 ）

1．6

火 山 性　 土　 凛

古　 間　 木 72 4．3 0．劫 a 汐

五　　　 戸 72 11．5 0．15 76 ！道 5．3

豊　　　 島 83 6．1 仇72 8 怨 5．8

最　　　 上 釘 9 ．7 0．54 17 三汀 5．5

8．1
火 山 性 土饅 混入 岩　　　 手 鋸 乱し5 0．49 4 1 7 1

沖　 積　 土　 農 山　　　 形 泌 12．2 1．品 9 52 3 1．3

第．8

沖　 積　 土　 き

宮　　　 城 110 斑）．5 1．亜 14 99

郡　　　 山 110 13．2 1．α） 8 77 4．0

藤　　　 沢 釦 15．1 2．却 6 ！お 8．2

即ちこれら土凛のうち山形土農と宮城土農は大豆で6

瓦／地以上の生産をあげたことのある土儀であれ藤沢

土凛は小麦で7石／1仙以上の生産をあげた土農である・

これら驚異的多収をあげた土農の共通因子を求めると・

物理的条件では前掲の如き阻害要因がなく．塩基飽和皮

は高く（郭％以上）．置換性塩基のうち，石灰と苦土の

当量比が6－10前後にあ少，有効態りん酸も10叩／1勒

以上存在するような条件が必要のようである・これに対

し，火山性の各地土臆は大豆を密植多肥しても3石／10

〃以上の生産は難かしく．岩手．郡山．L農はその中帆の

生産を示した．即ち物理的条件は良好でも，‾L農実損が

少ないこと，塩基飽和度が低いこと，石灰，斉上の当llt

比が大きいこと，有効能りん酸合免が低いことこれらの

一つ或は二つ以上の要因が多収を阻んでいる史凶と考え

られる．これらの要因は現在の技術で故普吋嘘であり．

たゞ経済ベースにのるか否かにかゝつているといえる・

4．土壌改良並びに残勤について

我々は積極的に多収を上げるための方法を見出さんと

して削Il火山仕上農において．少ん酸及び塩基の官化の

試験を，又畑深耕の意義を鮭析するため東北6県戊式と

共同で遵縮試験を実施してきたが．その概要について述

べれば次の通わである・

1　6削り火山性土膿における土劇改良並びにその絶効

改良琶材と少ん酸の施用風は第2表の過少で衣土10m

のわん酸吸収係数相当且（客種重を考慮して）基準とし

てその1％．2．5％．5％．10％，劫％相当のりん酸施

用とし，これを熔わん一過石の現物比4：1の割合に配

合し，随伴する副成分の石灰，苦上を塩基として考慮し・

塩慈飽和皮紗％柵当になるような石膏で補正した・熔り

ん，過石を4：1で配合したのは酎才としての川を土

農の等電点凡打よりやゝ高い処（土農の等屯点夕方は5・1－

資材のタ〟は5・9）に矯正すると共に石灰と古土のバラン

スをとるためである．これらの資材はその半址を州起前

全面に撒布し，ブラワで反転耕起し，残り単級を再び全

面に撒布し，ノ、・P－で整地混入した・

笥2衣　改良資材とり／敵の施用克く晦／10♂）

　 事項

試験区名

改 良資材 わん奴施用見 投入され
たわん酸
合 計りん酸 れ■　膏

小史
】

とうも
馬鈴薯

（成分）（現物） ろこし （成分）

1 標 準　 区

14

35

－ 16 2 15 33

2 琵荒晶歪

3 急変慧霊

4 路 畏

胚

5防

477

16

2

2

2

2

2

15

2

2

‡8

却

41

5 現 品 畏 7（） 割 2 2 2

2

2

76

6 紺 畏 1亜

教）

104 2 2

2

146

7 紺 畏 2 空路

このような処理は第1作についてのみ行ない第2イ′ト以

降はその残効を検するため処理は行なわず肥料としての

わん俄も抑期生育碓1某のため晦作2Kク／10〃　施用とした・

第1圧小麦，第2作膏刈とうもろこし，第3付属鈴碧を

供試して効果を検すると共に改良筍材の分布状態，りん

敵の形態変化等を調査した．収奴結果のみ第　衣に示す・

即ち零1作中真にかいてはわん酸吸収係数の5％相当見

施用区が最高を示したが第2作，第3作に封いては10％

相当放施用区が飯高を示し改良資材の効果は2年経過後

も認められる．七農分析の結果からも2年前施用した改

良資材の鮎智は置換性塩基（石灰．苦し）の増大にみら

れ．しかも石膏の形態で施用した石灰は2年隅で溶脱し

たが．熔少んとして投入された石灰．若ヒは施用見に比

例して残存＝していることが認められ，又形態別りん融で

はCα軋　Aβ恥　∫g型とも施用見に比例して残イfL栂

互に一一定の相関が認められる・
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第3表　作物収鼠の比較（Kク／1仙及び指数）

第 1 作　 小麦 第2 作宵刈とうもろこし

子　 葉　 重 指　　　 数 生　 尊　 重 指　　　 数

帯3作　馬鈴薯

処　理 い　も　重 指　　　数

1　標　　　準　　区

2　標準十石灰加用区

りん酸吸収係数の
19りん酸添加区

4　同2．5％添加区

5　同　5　％添加区

6　同10％添加区

7　同か％　添加区

346 ltの 朗00 100 4圧遼

亜4 117 8400 l00 一娼㌘

顎1 110 三好餌） 111 3173

雌 117 肌 ） 119 紺 7

436 1鉱 泌 115 風 7

4鵬 117 4亜） 1王妃 4817

勤 112 一はわ 1㌘ 4釦2

偽

　

乃

　

労

　

協

　

労

たゞC〃型ア205は施用直後（2週間後）に此し2年経

過後は多且施用区において低下する傾向謎められるが植

物体は分析他以上の吸収を示し，有効態りん酸は必らず

しも現在の定量法によるC〃型月05のみではをhことが

うか￥われ・火山性土盛における有効態りん酸の定見法

について史に検討を要するところであ’る．

え　東北6県畑深耕連絡試験

畑深耕の意義については既に東北農薬試験場研究速報

帝1号で報告したが，下層土の物理的条件の不良な均合

には単なる深耕でも効果が期待されるが，物理的条件が

良好な場合にはむしろ下層土の化学性の不良な土農が表

層に混入することにより収鼠は一時的に低下する地合が

多い．しかしこのような土儀でも前記のようを少ん酸と

塩基を富化し，ノミランスをとることによ少収立は著しく

増大する．即ち．各上里を∈削りに集め同一気象条件で・

同一品種を用いてポット試験を行なった処欝4表に示す

如く増収割合は17％から3倍の収鼠増を示し．低収致土

儀程その効果は大きく．標準区では各土機関にl・8倍か

ら2．4倍の開きがある土里でも改良することにより土農

閏の収嵐差は著しく縮少されることが明らかである・

第 4 表　 ポ ッ ト試 験 にお け る改 良 資材 の 添 加 量 （ダ／〆 ）と収 鼠 （ダ／〆 ）比願

土　　 農 l　 l

処　 理

改 良資 材 の 添 加 且現 物 ㌢／少′ 収　　 免　　 許 ／〆

作　　　 土 心　　　 土
稗　 垂 穂　 重

絶　 重　 指　 数

l 熔 わん 過　 石 熔 りん 過　 石 ♪／ 捺 各土儀 ／ 豊　 島

郡　 山

最　 上

標　　　 準 2．5 －
2．5 － ま）．9 2 7．2 100

1公

望2

釦P　 多　 足 17 ．9 4．】炎 2 1．4 5．03 2 7．5 お ．5

標　　　 準 2．5 －
2．5 － 王2 ．7 a I．6 11カ

117

創巴

9 4タ　 多　 足 為．8 6．78 乱．2 7．10 31．0 84．8

豊　　　　　 島
標　　　 準 2．5 － 2．5 ー

8．3 12．2 11カ 1∝I

l即♪　 多　 量 ▼‾‾施 ニケ 7．飴 4 1．8 8．亜 記．9 J 7．0 試）4

奥　　 中　　 山
展　　　 準 2．5 － 2．5 － 17．2 23．4 1（氾 191

疲♪　 多　 量 2 4．9 5．飴 5 ．8 6．（裕 盟．5 乱し6 1讃）

古　　 間　　 木
標　　　 準 2．5 －

2 5 － 16．1 ：2 ．4 1∞ 183

ア　 多　 呈 24．9 5．槌 2 7．1 6．訂 立．7 3 4．1 152 92

現地試験Kおいては馬鈴薯を供給して行なったが同様

な方法で土凛改良を行なった区は開花期，終花期の茎良

とも著しく大で生育は初期ユタ慢少生育末期に至るも茎

桑は緑色を呈し，‾全乾物生産量は著しく．魂茎収量も全

般的に訃一柳界の増収を示し，低収地域を高収地域の水

準にまで引き上げ得る可能性を見出した・これら改良区

の試験跡地土凛の分析結果のうち主をる項目を示せば第

5表の通りである・

即ち原土では塩基飽和度汐一名％であったものが鋤一

班界に引き上げられ．C城の当量比も7－鴎と閃きが

大きかったものが4－14の間に収厳し，有効態りん酸も

顕著に増大していることが認められた・

第5表　土凛改良区跡地の主なる化学性

硬　 別 置 換性 塩 軌 g
C ‰

蕊和 農 菅 禦 甚

試験 地 C 〃 〟 g ％ 叩

古　 間　 木 12 ．2 1．6 7 5 3 16．1

奥　 中　 山 16．4 1．8 9 53 6．1

豊　　　 島 7．9 1．7 4 訝） 16．5

最　　　 上 16．2 1．1 14 劇 17．5

愛　　　 子 13．1 2 ．5 5 55 22 ．0

郡　　　 山 7．1 1．5 5 42 10 ．8

5．絵　　　島

以上の如く現在の技席の段階でも畑土凛の生産力は横
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極的なりん酸及び塩基の宵化とそのバラン′メの矯正によ

り低収地域を高収地域の水蓮にまで引きあげ得ることは

可能であり高収地域は史に椚種法の改善と品種の適正化

により一層増収の可能性はあるものと考えられる・こゝ

には生産に馳通した土腰の物理的条件と養分のうち多鼠

要素について述べたが，安定多収のためには更に」二塵水

分の調節と徴鼠要素の補給が必要となる・これら土餞基

鮪の改良も人彗■1トラクターの利用を得て始めて実現呵能

であり．トラクターの利用は省力ばかりでなく改良資材

投入のための止も有効左f・損であることを云い子仕る・

今後にタ覚された間取としては更にイ効孜d帰日去の冊立

と計画生苑のための各肥沃役段階に応じた各作朋の班毎

基準の確立及び経済的呵能性の碑立にあると思考される・

栽培の到！論（法則性）と技術革新

栗　　原

（東　北　腹　式）

1．栽培の理論の必要性

農林省ではさきに農莫基本法に基ずいて国会に対し「

昭和訂年度の農兵動向」を報告し，農共従事者と他産業

従事者の生活水準の開きが，なお締少するに至らないこ

とを指摘した。すなわち農業には一腐企業的性格が要請

される。とくに畑作物は貿易の自由rヒに伴い海外市場と

の競争に立たされ．したがって生産の計画化と反収の飛

確的向上を考えなければならず，こゝに栽培は旧来の経

験や感をこえ理論（法則性）を必要とする0

2．技術の考え方

農業の生産に関与する要因は，自然環境（気象及び土

壌条件コ生産力の基盤），作物（又は品種）．栽培法・

労働手段．経営経済条件などがある。このうち前3者は・

労働対象となるものであれ　自然の客観的な合則的確諭

にもとすいて．これを意識的に適用する自然科学的技術

概念の立場をとる農彙生産の技術である。本朝文は・こ

の立場から論旨を進めることにする。（技術にはこれに

加え，労働手段を対象とし．経済的技術概念の立場から

の鹿実労働の技術及びこれら二者の立場を統一的にみる

農美経営の技術がある）。

さて．畑作の技術には，個別作物を対象とするものと

作物の組合せ（例えば作付体系）を対象とするものがあ

る。前者はある作物の観培法であり．後者は前後作に関

連する栽培及び作付体系による土虜生産力の維持一病害

虫害の軽減回避などが含まれる。したがって栽培の理論

は，個別及び組合せそれぞれを対象とするものに分けら

れる．

5．農業生産の特鼻性

第1表にみるように，農業にみられる有坂生産におい

ては工業とことな少作物（又は品種）が環境すなわち生

産力の基盤（気象及び土壁条件）に軽時的忙反応しつゝ

目的物を生産する。したがって頗境がことなる場合・作

物の生長反応はことな少．農業生産の技術は軌一的でな

く地域性をもたなければならない。これが第1点である0

有後生虹のもう一つの特徴は，作物が器官（且）と飯

能（質）をもち．両者は不可分的であることである。い

ずれの作物も表にみるように．その収址は，紙と増との

鰐証法的発展の産物とみなされる（第1表：乾物生鮭・

収鼠横成要素の項参照）。これが第2点。

栽培技術はしたがって，作物の生育過程における允的

及び質的形質を，その蝶墳下に合則的に適用される手段

と解される。

4．栽培理論の適用と計画

栽培理論の適用には，まず第1に技術の効果（現制度）

を考え，第2に栽培目的，生産時期及び収盈目標を立て，

これに応じ計画栽培を行う。

技術の効果　技術の効果の大きさは，その技術が主と

して関係する要凶に類別して考えると，すべて地球の進

化の過程に対応し，気象条件に関連する技術＞土壌条件

同左＞作物（又は品種）耕種条件の序列にあるものとい

える。前の2つは．生産力の基鰻であれ　残　の　のは

狭義の栽培法であって．いかに生産力の基盤が優先して

重要であるかが推定できる。また狭義の栽培攻裾の効果

も進化の過程（こゝでは作物自体の系統発生過程）に対

応し．品種＞播種期＞施肥法＞戟埴密度＞その他の管理

の序列にあるものと考える。

これらのことを少しく敷巾する。たとえば気象条件を

温床やビニールトンネルで克服しそさいの生産力は苦る

しく向上した。たゞし東北の畑作では，なぶ気象条件を

利用する揚合が多く，品程，緒種期はこれに該当する技


